[bookmark: _GoBack]小平市地域自立支援協議会　第２回幹事会議事要録
【日　　時】　令和２年９月２５日（金）午後２時～４時
【開催会場】　小平市健康福祉事務センター　２階　第３・４会議室
【参加委員】　９名
【欠席委員】　２名
【事務局】　７名　
【傍　　聴】　なし

【配付資料】
１　小平市地域自立支援協議会第２回幹事会次第
２　小平市障がい者福祉計画等検討委員会第３回次第　　　　　　　【資料１】　　　
３　第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画に係る基本方針の見直しについて
【資料２】　　　
４　コロナ感染、感染対策等に関わる事項について協議のお願い(写)　　　　
（小平市障害者団体連絡会）　　　　　　　　　　　　　　　　【資料３】
５　地域生活支援拠点事業の導入と基幹相談支援センターの設置について（案）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    【資料番号なし】　　　
６　１．地域自立支援協議会について　　　　　　　　　　　【資料番号なし】　
７　令和２年度小平市地域自立支援協議会意見まとめ　　　　【資料番号なし】　　
８　計画検討委員会第３回　資料２　第２章　障がいのある人の現状と課題　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料番号なし】
[bookmark: _Hlk52193979]９　計画検討委員会第３回　資料３　第４章　施策の方向と展開
【資料番号なし】　
１０計画検討委員会第３回　資料４　第５章　サービスの提供について
【資料番号なし】
１１計画検討委員会第３回　資料５　第６章　計画の推進と進行管理
【資料番号なし】
１２小平市避難行動要支援者登録名簿とは　　　　　　　　　【資料番号なし】
１３要配慮者のための防災行動マニュアル　　　　　　　　　【資料番号なし】
１４医療的ケア児に対する災害時の支援を考える　　　　　　【資料番号なし】
１５「学びの危機」　CounterLearningCrisisProject　　　　【資料番号なし】
１６学びの危機　カンファレンス　　　　　　　　　　　　　【資料番号なし】









１　開会
　　幹事長より開会の挨拶があった。

２　配付資料の確認
　　事務局より配付資料の確認があった。

３　小平市避難行動要支援者登録名簿の更新について
　　生活支援課　担当者より、配付資料に基づき説明があった。
（1） 小平市避難行動要支援者登録名簿について
４年に１度一斉更新を行う。名簿に登録されている２，５００名以上の方（平成３０年度までに登録された方）に避難行動要支援者情報カードの更新をするため、新たな避難行動要支援者情報カードを郵送する。記入が難しい方の支援をお願いしたい。
（２） 要配慮者のための防災行動マニュアルについて
令和２年７月に改訂した。主に、Ｐ１５、Ｐ５１・Ｐ５２を確認してほしい。避難指示レベルや避難所が増えるなど変更あり。

質疑応答	
【Ｇ委員】 要配慮者のための防災行動マニュアルは、ホームページに掲載されているか。
【生活支援課】ＰＤＦ形式で掲載している。

【幹事長】名簿の登録者のうち、障がい者の割合を教えてほしい。
【生活支援課】高齢者が７５％、障がい者が２５％程度である。高齢者の中に、高齢の障がい者が含まれている為、障がい者の割合は実質３０％～４０％程度と考えている。

【Ｉ委員】名簿の情報管理はどの機関が主導で行うのか。また、被災した際、名簿はどの
ような形で福祉避難所と連携されるのか。
【生活支援課】名簿を作成し、事前共有というところまでしか進んでいないが、本来は個別の避難計画の作成が必要だと考えている。

４　意思疎通支援機器に関する報告（当事者・情報部会：委員の実演報告）
Ｂ委員より、第２回当事者・情報部会について報告があった。
音声読み上げシステムとウェブ会議システムをプロジェクターに反映した。ウェブ会議システムは簡素化されており、色々な機能とマッチしやすい。ウェブ会議システムの有料版は、無料版よりも認識が良いが、ネット環境が大きく影響する。
実際に２つのアプリを連携させるためには、多くの機器（パソコン４台、タブレット１台、スマートフォン１台、マイク２台、プロジェクター２台）が必要であった。機器を少なくすることもできるが、その分音声読み上げシステムの変換操作や接続に影響がでてしまう。音声読み上げシステムは、発言した言葉が画面に綺麗に反映されないことがあるため、数人体制でその場で修正が必要になる。活用する場合は、機器の更新や技術の進歩に対して取り組んでいかなければならない。

　意見交換
【Ｇ委員】 確認の場になったのは良かった。
【Ａ委員】　新しい機器がどんどん出てくる。もう少し簡単に操作できると良いと思った。
【Ｊ委員】 一人一人ニーズが違うため、どの形式に合わせるのかが課題と感じる。
【副幹事長】 ウェブ会議システムに字幕は付くのか。
【Ｂ委員】 ウェブ会議システムの下に別のアプリで字幕を入れている。
【Ｊ委員】 ウェブ会議システムの画面に手話通訳があるとよいという意見があった。

５　自立支援協議会ＷＥＢテストの報告
　　事務局より報告があった。
　　９月１６日に、ＷＥＢ会議の接続テストを行った。今後の実施可否は、委員の意見を伺いながら検討していく。

６　小平市障がい者福祉計画・第六期小平市障害福祉計画・第二期小平市障害児福祉計画
　　検討委員会の報告について
事務局より、配付資料に基づき報告があった。また、下記の通り補足説明があった。

【幹事長】 第２章　・８月５日の計画検討委員会で挙がった意見を踏まえ、再修正する。
第４章　・方向性（継続・充実）に関する意見が挙がり、次回までに検討することとなった。
第５章　・基幹相談支援センターに関する文言が３年前と変わらない為、文言を工夫してほしいという意見が挙がった。（Ｐ９７）
・施設入所支援、共同生活援助の見込み量に関する質問が挙がった。（Ｐ１１６）
・就労・生活支援センターに関する質問が挙がった。（Ｐ１３５）
　　　　　　第６章　・意見無し。

【事務局】 計画相談支援の体制が十分に整備されていないという意見や、就労・生活支援センターの体制に関する意見が挙がった。
７　討議テーマ：小平市障がい者福祉計画・第六期小平市障害福祉計画・第二期小平市障害児福祉計画への意見について
（1） Ｊ委員より、配付資料に基づき説明があった。
【Ｎ委員】　第二回地域部会で、他市の地域生活支援拠点事業について情報提供を受けた。参考にしながら、小平市ならではの進め方を模索していく必要がある。
【副幹事長】　具体的に進めるためには、小障連等から金銭的な部分の意見を聞いたり、ワーキングの回数を増やしたりすることが必要になると思う。
【Ｉ委員】　地域生活支援拠点に関しては議論が深まっているが、基幹相談支援センターに関しても具体的に検討を進める必要がある。
【Ａ委員】　当事者は、「何かあったときにどこかに相談できる」という安心を求めてい
る。他市はどの機関が担っているのか。
【事務局】　社協が委託を受けている。昼間の緊急時対応は相談支援事業所が受け持ち、
そこに加算を付けている。夜間は基幹相談支援センターが対応する。設立にあたり、交流室を廃止する等、事業の整理を行い、相談に特化した機能にしたと聞いている。
【Ｊ委員】　他市社協は、地域定着支援を５件程度受けているが、計画相談は実施していない。心理士等の医療職系の職員も配置されている。
　最近、重度訪問介護、同行援護、行動援護と同等のサービスを地活（地域生活支援事業）で行ってよいという改正があったようである。こういった改正を受け、要綱を整理して地活を活用していければと考えている。
　　　　　　　また、移動支援では他市で認められている事業所が小平市では認められないということがある。要綱の事務処理の書き方を改めることで、使える社会資源を増やしていく。市民が他市で同等のサービスを使っているならば、小平市が事業所を認めて指定し、利用者の公平性を保つことが重要であると考える。
【幹事長】 重度訪問介護、同行援護、行動援護のサービスに関する改正の件については、就労・生活支援センター内でも話題になった。現在、就労支援センターで該当者はいないが、今後相談が出てくる可能性がある。
【Ｂ委員】 体制の充実や目標達成には「人」が必要であるが、l人員不足は常にある。
　　　　　　　地域や身近な人との連携の拡充について、介護保険制度では整ってきているが、障害福祉サービスではどのように進めていて、どのような体制になっているのか。
【副幹事長】 ４章において、地域移行支援が継続から充実となっているが、具体的にどう進めるかなど課題はある。
　　　　　　　今後、児童発達支援センターができるが、成人してからも相談や連携をしていく体制づくりが重要になってくる。
【Ｎ委員】　重症心身障害者の在宅レスパイトをお願いしたい。
　　　　　　　また、放課後等デイサービスは市内に１５か所あるが、使えない状況が散見されるため増やしてほしい。

（２）令和２年度小平市地域自立支援協議会意見まとめについて、各委員より資料に基づき
報告があった。
意見交換
【Ｉ委員】　短期入所の利用を希望される人は多いが、緊急性の高いケースから優先的に受け入れざるを得ない状況。本来は泊まりの練習をしたり、定期的な利用を重ね、本人が環境になれる必要があるが難しい。今後、議論を重ねる必要があると感じている。
【Ｅ委員】　重症心身障害児者の短期入所を受けているが、動ける方の受け入れは難しい。動ける方のニーズは高いため、今後実数把握を行い、どのような形で受け入れができるか議論していきたい。
【Ａ委員】　もっと社会資源が多くないといけないと感じている。卒後の夕方支援のニーズは高く、東京都が助成の案内をしているにも関わらず、小平市は限定的にしか取り組んでいない。生涯学習は大切なため、計画に盛り込んでほしい。

８　新型コロナウイルス感染症に関する保健所の相談について
　　幹事長より、説明があった。
職員より、全体会か幹事会にて講演をしていただけるか打診中。施設としての取り組みは、事業所ごとに異なるため、保健所としての取り組みを説明していただく。また、資料３を踏まえ、可能な範囲で回答いただくこととする。

意見交換
【幹事長】　入所施設では個別相談は受けているか聞きたい。
【Ｉ委員】　７月くらいに保健所へ相談に行き、具体的な相談をした。対応については施設によって違う。
【Ｎ委員】　当事業所では、法人全体で感染対策委員会を設置し、近隣の病院とも連携することで細かく対応している。利用者の生活する範囲が狭まっている現状をどう打開するかが課題となっている。
【Ｉ委員】　通所事業を利用されている方の家族が感染した場合、当事者にどのように対応したら良いか聞きたい。
【幹事長】　実際に、事業所の近くで新型コロナウイルス陽性者が出て、事業所を閉じた例もある。様々な対策が考えられるため、来週の事務局会議にて議題を出し、保健所職員に聞く。
　　　　　　　１０月２６日の全体会に来てもらえるか、話してもらえるか確認できるか。
【事務局】　承知した。
　
９　情報交換
（1） Ｅ委員より、コロナ禍の現状と取り組みについて報告いただいた。

（2） 事務局より下記の通り情報提供があった。
・『第２回医療的ケア児を支援する連絡会』講演会は、事前申し込みが必要。
・災害に備え、医療的ケア児の実態調査を実施する。訪問看護を利用している方は訪問看護ステーションより配布する。

１０　今後の予定
（１）全体会第３回
　　　令和２年１０月２６日（月）午後２時～午後４時
　　　小平市役所大会議室
（２）地域部会第２回
　　　令和２年１０月２６日（月）午後４時３０分～午後６時３０分
　　　健康福祉事務センター第３・４会議室（２階）
（３）幹事会第３回
　　　令和２年１１月２７日（金）午後２時～午後４時
　　　健康福祉事務センター第３・４会議室（２階）
（４）当事者・情報部会　
１０月１７日（土）午後１時３０分～午後３時３０分
小平市中央公民館学習室４（２階）

１１　閉会
1

